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任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
及
び

町
議
会
議
員一般
選
挙
が
、
10
月
４
日

（
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。

　

有
権
者
一
人
ひ
と
り
の
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

　

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

　

投
票
日
当
日
18
歳
以
上（
平
成
14

年
10
月
５
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

で
、
住
民
登
録
要
件
を
満
た
し
、
み

な
べ
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。【
住
民
登
録
要
件　
令

和
２
年
６
月
28
日
以
前
か
ら
み
な
べ
町

に
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
方
】

　

投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
、
入

場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
入
場
券
を
忘
れ
て
も
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

　
９
月
30
日（
水
）～
10
月
３
日（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　
投
票
場
所　
み
な
べ
町
役
場

◆
不
在
者
投
票

○
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
指
定

の
病
院
や
施
設
に
入
院
、
入
所
さ

れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院
や
施
設

で
投
票
で
き
ま
す
。

○
体
に一
定
の
重
度
障
が
い
が
あ
る
方
、

要
介
護
度
５
と
認
定
さ
れ
た
方
は
、

郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
事
前
に「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
町
外
で
長
期
の
仕
事
中
、
学
生
な

ど
の
方
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。　
　
　

日
時	

９
月
14
日（
月
）・
15
日（
火
）

	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所	

役
場
２
階　

会
議
室　
　
　

日
時	

９
月
29
日（
火
）

	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所	

役
場
３
階　

大
会
議
室　
　

日
時	
10
月
４
日（
日
）

	

午
後
８
時
～

場
所	

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉

	

セ
ン
タ
ー
）

◦
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
設
置
と
ビ

ニ
ー
ル
手
袋
を
配
布
し
ま
す
。

◦
投
票
管
理
者
、
投
票
立
会
人
、
投

票
事
務
従
事
者
は
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
す
。

◦
投
票
所
内
は
定
期
的
な
換
気
を
行

い
ま
す
。
ま
た
記
載
台
等
の
定
期

的
な
消
毒
を
し
ま
す
。

◦
マ
ス
ク
の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と

帰
宅
後
の
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
投
票
所
で
は
、
使
い
捨
て
の
鉛
筆
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す（
ご
本
人
の
鉛

筆
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
使
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
）。

◦
投
票
所
内
で
は
、
感
染
予
防
の
た

め
、
入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す（
混
雑
時
に
は
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

☆
選
挙
に
関
す
る
こ
と
は
、
み
な
べ
町

選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
℡

72 

‐ 

２
０
５
１
）へ
。

10
月
４
日（
日
）は

町
長
選
挙・町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投・開
票
日

【
投
票
時
間
は
午
前
７
時
～
午
後
６
時
ま
で
】

当
日
、投
票
に
行
け
な
い
方
は

立
候
補
届
出
関
係
書
類
事
前
審
査

立
候
補
届
出
受
付（
告
示
日
）

開
票
日

投
票
所
に
お
い
て

有
権
者
の
み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い

投
票
の
で
き
る
方
は

投
票
所
で
は

町
長
選・町
議
会
議
員
選
挙
に

伴
う
主
な
日
程・場
所

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

ゴールデンキッズ発掘プロジェクト体力測定会

みなべ観光協会から会員募集のお知らせ

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者の皆さんへ

みなべ町事業継続緊急応援金（売上高30％～50％未満減）の
申請受け付けは９月末日まで

開 催 日 時 令和２年１０月３１日(土)　
 ①9：30～11：00／ ②13：30～15：00／ ③16：00～17：30
場　　　　所 田辺スポーツパーク　(田辺市上の山1-23-1-1)　
 ※他にも県内７会場で開催しています。詳細はHPをご覧ください。
対　　　　象 県内在住の小学校３、４年生男女
申込み期間  令和２年８月２４日（月）～９月１４日（月）必着
応 募 方 法 ①参加申込み専用サイトで申込みをする。
　　　　　　   ②学校で配布された参加申込書を郵送する。
お問い合わせ 県教育庁生涯学習局スポーツ課内
 和歌山県ゴールデンキッズ発掘プロジェクト事務局（℡ ０７３-４４１-３７５３）

　県では、運動に優れた素質を有する子どもたちを早期に発掘し、将来、国際舞台で活
躍できるアスリートを育成するため、ゴールデンキッズを選考する体力測定会を下記の
日程で開催します。
　新型コロナウイルス感染予防のため、マスク着用の徹底やソーシャルディスタンスの
保持等、対策を講じ、実施します。

　みなべ観光協会では、魅力あるみなべの観光を一緒に考え、盛り上げていただける方 を々募集しています。皆さん
の新しいアイデアと実行力で町の活性化に、ぜひご協力をお願いします。
　入会を希望する方は、みなべ観光協会事務局まで、連絡してください。

　入会資格　本協会の趣旨に賛同し、事業推進に協力していただける団体、企業、個人
　年 会 費　団体・企業は１万円 　個人は３千円
　お問い合わせ・申込み先　みなべ観光協会事務局（役場うめ課内　℡ ３３‐９３１０）

　新型コロナウイルス感染症の影響により、売上高が大きく減少しているものの５０％以上減少した月がないために、
国の持続化給付金等の支援を受けられない町内事業者の皆さんの事業継続を応援する、みなべ町事業継続緊急応
援金の申請期限が９月３０日に迫りました。
　要件に該当される事業者の皆さんは、お早めに申請をお済ませください。
　制度の内容については、役場産業課（℡ ７２-１３３７）へお問い合わせいただくか、みなべ町ホームページをご覧くだ
さい。

ゴールデンキッズ
発掘プロジェクト
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　ギャンブル等依存症問題でお悩みの方やご家族等を対象に保健所職員・民間団体等による個別相談会を実施しま
す。
　ギャンブル等依存症は、自身に病識がなく、相談や医療につながりにくい病気です。
　また、この病気の問題は、ギャンブルにのめり込む自分をコントロールできなくなり、日常生活に支障をきたすこと
です。
　ご本人やご家族等で不安に思っている場合は、一度ご相談ください。

　相　談　会　日　時 令和２年９月２４日（木）１３：２０～１７：００ 
　場　　　　　　　　所 西牟婁総合庁舎　中会議室Ａ（田辺市朝日ヶ丘２３－１）
　相　談　に　つ　い　て ◇事前予約制（先着順）により、実施します。
 ◇相談時間はお一人（一組）４０分程度となります。
 ◇費用は無料です。
　予　約　締　切　り 令和２年９月１７日（木）１５：００まで
　予約・お問い合わせ先 田辺保健所（℡ ２６－７９５２）　　　　　　　
 ９：００～１７：４５（土日、祝日除く）

ギャンブル等依存症個別相談会（田辺）のご案内

　９月15日は老人の日・９月15～21日は老人週間・９月21日は敬老の日

健康長寿社会を目指して

　日本は、世界でも有数の長寿国となりました。
　そして、今日、誰もが健康で安心して生きがいのある
生活をおくることができる活力ある健康長寿社会を築く
ことが大切になっています。
　老人の日・老人週間・敬老の日を契機とし、右記の６つ
の目標に取り組んでいきましょう。

高齢者に関する相談は地域包括支援センターへ

　地域包括支援センターは、高齢者がすこやかに暮ら
すためのいろいろな相談に対応する地域の総合相談窓
口です。
　主任介護支援専門員、保健師、社会福祉士などの専
門職が中心となって相談に応じています。
　お気軽に下記へ来所またはお電話ください。
役場健康長寿課内(ふれ愛センター)
　東本庄100番地（℡ ７４-８０６５）

１. すべての高齢者が安心して自立した生活がで
きる、保健・福祉のまちづくりを進め、ふれあ
いの輪を広げよう。

２． 高齢者の知識、経験や能力をいかした、就労・
社会参加・ボランティア活動を進めよう。

３. 高齢者の生きがい・健康づくり、介護予防、感
染拡大防止等への取り組みを進めよう。

４. 高齢者の人権を尊重し、認知症高齢者への支
援のあり方や介護問題等をみんなで考え、高
齢者や介護者を支える取り組みを積極的に進
めよう。

５. 高齢社会における家族や地域社会等の役割を
理解し、多世代がお互いに協力して安心と活
力ある健康長寿社会をつくろう。

６. 減災や防災への取り組みに関心を持ち、日頃
から地域でのつながりを築こう。

　７月29日、町商工会でみなべ町商工会青年部が
令和二年「海の日」国土交通省海事功労者等表彰の

「海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動」
で受賞され、和歌山県港湾事務所長から表彰状が伝
達されました。
　青年部では、21年前から年に１回、千里の浜などで
海岸清掃活動を実施しており、海をきれいにするため
の環境美化に貢献されたことが認められ、この度の受
賞となりました。

　７月13日、第一生命保険株式会社田辺営業オフィ
ス様が役場を訪れ、新型コロナウイルス感染拡大防止
に役立ててくださいとマスク、除菌ウエットティッシュ、
ペーパータオルを贈ってくれました。
　いただいたマスク等は感染拡大防止のために活用
させていただきます。

　小山さんは、昭和45年、上富田中学校に赴任以来、
平成20年３月31日に岩代小学校を最後に定年退職さ
れるまでの間、西牟婁郡及び日高郡内の小中学校で、
38年間の永きにわたり勤務されました。
　在職時には、積極的に授業へのＩＣＴの導入・活用に
取り組み、教育現場に情報教育を取り入れた、新しい
教育への道筋をつけるなど、教育行政の発展に多大
な貢献をされました。

みなべ町商工会青年部が国土交通省海事功労者等表彰

マスク、除菌ウエットティッシュ等をいただきました

小
こやま

山智
としひさ

久さんが瑞宝双光章を受章
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つ
な
ぎ
こ
み
が
可
能
な
地
域
に
住
ん

で
い
て
、
ま
だ
下
水
道
へつ
な
ぎ
こ
み

を
し
て
い
な
い
と
い
う
方
、
何
か
と
ご

都
合
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
安

心
で
き
る
水
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
下

水
道
へ
一
日
も
早
い
つ
な
ぎ
こ
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

町
の
下
水
道
に
は
、
公
共
下
水
道

と
農
業
集
落
排
水
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
合
併
浄

化
槽
を
設
置
し
て
も
ら
う
よ
う
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
３
月
末
現
在
、
町
が
ど

れ
だ
け
下
水
道
の
設
備
を
整
備
し
て
い

る
か
を
表
す
普
及
率（
※
１
）は
97
・

１
％
、
世
帯
数
に
す
る
と
約
４
６
６
０

戸
で
す
。

　

昔
は
、
川
が
持
っ
て
い
る
自
然
の
力

で
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
現
在
は
家
や
工
場
な
ど
が
増

え
、
合
併
浄
化
槽
や
公
共
下
水
・
農

業
集
落
排
水
施
設
な
ど
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
下
水
処
理
施
設
で
浄
化
し
な

い
と
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
って
き
ま
し
た
。

　

下
水
処
理
施
設
で
は
、
川
や
海
な

ど
の
水
環
境
を
守
る
た
め
、
水
質
を

適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
処
理
施
設
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
こ
そ
効
率

性
が
よ
く
な
り
ま
す（
微
生
物
も
食
べ

物
が
増
え
て
よ
り
よ
く
働
き
ま
す
）。

　
令
和
２
年
９
月
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
し
込
み
を
行

い
、
選
択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

で
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
お
買
い
物
を
す
る

と
、
そ
の
金
額
に
対
し
、
１
人
当
た
り

上
限
５
０
０
０
円
分（
付
与
率
25
％
）

の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
９
月

１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の

チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買
い
物
が
付
与
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

取
得
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
選
択
し
た

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
住
民
福
祉
課（
℡

72 

‐ 

２
１
６
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬

に
か
け「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用

促
進
の
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
て
い
ま

す
。

　

先
発
医
薬
品
か
ら
後
発
医
薬
品
へ

切
り
替
え
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
自

己
負
担
額
の
軽
減
や
医
療
費
の
適
正

化
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
ご
使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
お
知
ら
せ
は
、
切
り

替
え
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
切
り
替

え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

◦
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

　
℡
０
７
３ 

‐ 

４
２
８ 

‐ 

６
６
８
８

　
私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
で
使
っ
た
水

や
し
尿
な
ど
の
汚
水
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
処
理
さ
れ
、
浄
化
さ
れ
て
、
川

や
海
な
ど
に
流
さ
れ
ま
す
。

くらし
の

情  報

住
民
福
祉
課（
℡
72‐２
１
６
１
）か
ら

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に

つ
い
て

町
の
水
洗
化

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

タ
ー
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
検
針

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　
令
和
２
年
第
３
回
定
例
町
議
会（
９

月
議
会
）は
、
９
月
２
日（
水
）か
ら
開

会
予
定
で
す
。

　
議
会
で
は
、
町
が
行
う
事
業
な
ど
に

つ
い
て
各
議
員
が
質
問
す
る「
一
般
質

問
」を
は
じ
め
、
令
和
元
年
度
各
会
計

の
決
算
認
定
や
議
案
審
議
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
事
柄
が

審
議
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
世
帯
が

下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
ん
だ
り
合
併
浄
化

槽
を
設
置
し
た
り
し
て
い
る
か
を
表
す

水
洗
化
率（
※
２
）は
76
・
０
％
、
世

帯
数
に
す
る
と
約
３
６
５
０
戸
で
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
に
公
共
下
水

道
工
事
を
施
工
す
る
予
定
の
地
区
は
、

埴
田
の
一
部
の
地
域
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
生
活
環
境
課
下
水

道
係（
℡
72 

‐ 

３
６
０
５
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
分
離
マ
ス
の
掃
除
を
し
な
い
と
、
台

所
、
お
風
呂
、
洗
面
所
な
ど
か
ら
悪

臭
が
し
た
り
、
ま
た
宅
内
の
排
水
管
が

つ
ま
っ
て
流
れ
な
く
な
っ
た
り
、
下
水

道
施
設
に
影
響
を
あ
た
え
ま
す
。

　
週
に
１
回
程
度
、
分
離
マ
ス
の
掃
除

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

２
か
月
に
１
度
の
検
針
業
務
を
ス

ム
ー
ズ
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
に
生
活

環
境
課
水
道
係
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、
物

を
置
か
な
い
で（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
蓋
が
開
け
ら
れ
ず
検
針
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
そ
の
周

辺
を
き
れ
い
に（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
は
土
や
枯
葉
な
ど
で
埋
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

●
犬
を
放
し
飼
い
に
し
た
り
、
メ
ー

タ
ー
の
近
く
に
つ
な
が
な
い
で（
犬

が
近
く
に
い
る
と
、
検
針
員
が
メ
ー

生
活
環
境
課（
℡
72-

３
６
０
５
）か
ら

生
活
環
境
課（
℡
72-

3
0
8
5
）か
ら

議
会
事
務
局（
℡
72-
1
3
3
4
）か
ら

９
月
10
日
は『
下
水
道
の
日
』

下
水
道
へ
の
早
期
の

つ
な
ぎ
こ
み
を
お
願
い
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は

見
や
す
く
、大
切
に

定
例
議
会
は

９
月
２
日
開
会
予
定

分
離
マ
ス
の
清
掃
の
お
願
い

送
付
の
対
象
と
な
る
方

　

調
剤
薬
局
で
１
ヶ
月
に
14
日

分
以
上
の
お
薬
を
処
方
さ
れ
て
い

て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
、
１
ヶ
月
の
自
己

負
担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減

さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
方
で
す
。

普
及
率（
※
１
）

　

下
水
道
へつ
な
ぎ
こ
み
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
地
区
の
人
口

と
、
下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ

な
い
地
区
の
合
併
浄
化
槽
設
置

済
人
口
の
合
計
を
、
町
全
体
の

人
口
で
割
っ
た
割
合

水
洗
化
率（
※
２
）

　

下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
み
、
使

用
さ
れ
て
い
る
人
口
と
、
合
併

浄
化
槽
設
置
済
人
口
の
合
計
を
、

町
全
体
の
人
口
で
割
っ
た
割
合
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毎
年
５
月
５
日
の「
こ
ど
も
の
日
」

か
ら
１
週
間
を「
児
童
福
祉
週
間（
５

月
５
日
～
５
月
11
日
）」
と
定
め
て
、

児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発
の

た
め
の
各
種
行
事
を
行
って
い
ま
す
が
、

令
和
３
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
に
向

け
て
、
そ
の
象
徴
と
な
る
標
語
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、（
公
財
）

児
童
育
成
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
下
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

令
和
２
年
９
月
１
日（
火
）～ 

	

10
月
20
日（
火
）　 

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
。

募
集
内
容　

　

子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語
や
、

未
来
に
向
け
て
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標
語
。　
　
　
　

主
催
者

◦
厚
生
労
働
省

◦（
社
福
）全
国
社
会
福
祉
協
議
会

◦（
公
財
）児
童
育
成
協
会

い
」、「
規
模
を
縮
小
し
た
い
」、
等
の

理
由
で
農
地
を
借
り
て
く
れ
る
人
を
探

し
て
い
る
方
、
ま
た
は「
こ
れ
か
ら
規

模
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
」と
考
え
て

い
て
、
貸
し
て
く
れ
る
農
地
を
探
し
て

い
る
方
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
相

談
を
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
州
農
協
み
な
べ
営
農
販
売
セ
ン

タ
ー（
℡
72 

‐ 

１
１
７
４
）ま
た
は
農

業
委
員
会
事
務
局（
産
業
課
内
℡
72 

‐ 

１
３
３
７
）ま
で
。

　
９
月
３０
日（
水
）は「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

★
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
と
自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保

★
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

★
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
と
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の

防
止

　

本
年
度
は
次
の
地
区
に
お
き
ま
し

て
、
地
籍
調
査
事
業
の
境
界
立
会
及

び
測
量
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
東
岩
代
の
一
部（
字　
天
ヶ
谷・天
ヶ

岡
・
石
橋
岡
）

●
晩
稲
の
一
部（
字　
平
・
井
谷
）

●
西
本
庄
の
一
部（
字　
天
神
久
保
・

東
代
内
・
東
代
外
・
井
領
・
久
宗
）

●
熊
瀬
川
の
一
部（
字　
湯
ノ
上
・
西

垣
内
・
庄
田
）

●
清
川（
軽
井
川
）の
一
部（
字　

扇

谷
）

　

土
地
所
有
者
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
内
容
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
現
地
立
会
い
等
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
初
旬
頃
よ
り
順
次
、

現
地
立
会
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　

日
程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
土
地
所
有
者
、
関
係
者
の
皆
様
に

委
託
業
者
よ
り
直
接
ご
案
内
す
る
こ

と
に
な
って
い
ま
す
。

　

化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５

割
低
減
の
取
組
と
セ
ッ
ト
で
、
地
球
温

暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
に
効

果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
場
合

に
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
農
業
者

　
作
物
に
つ
い
て
は
、
販
売
を
目
的
と

し
て
生
産
を
行
う
、
農
業
者
グ
ル
ー
プ

が
支
援
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
援
要
件

◦
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と

事
業
要
件

◦
自
然
環
境
の
保
全
に
資
す
る
農
業
の

生
産
方
式
を
導
入
し
た
農
業
生
産
活

動
の
実
施
を
推
進
す
る
活
動
を
11
項

目
の
内
か
ら
一
つ
以
上
取
り
組
む
こ
と

対
象
取
組
・
交
付
単
価

◦
地
域
特
認
取
組　

　
①
草
生
栽
培　
５
千
円
／
10ａ

　
②
性
フェロ
モ
ン
剤
の
導
入

　
　
８
千
円
／
10ａ

◦
有
機
栽
培　
１
万
２
千
円
／
10ａ

※
本
制
度
は
予
算
の
範
囲
内
で
交
付

金
を
交
付
す
る
仕
組
み
で
す
。
申
請

額
の
全
国
合
計
が
予
算
を
上
回
っ
た
場

合
、
交
付
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

申
込
締
切　
令
和
２
年
10
月
30
日

　
　
　
　
　
（
金
）ま
で

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
産
業
課（
℡
72 

‐ 

１
３
３
７
）

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
和
歌

山
県
農
業
公
社
と
Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機

関
が
連
携
し
、
規
模
縮
小
農
家
等
か

ら
農
地
を
借
り
受
け
、
規
模
を
拡
大

し
た
い
担
い
手
農
家
や
新
規
就
農
者
へ

農
地
の
集
積
を
進
め
る
事
業
で
す
。

　
「
高
齢
に
よ
り
農
業
を
継
続
で
き
な

建
設
課（
℡
33‐９
３
７
０
）か
ら

産
業
課（
℡
７２‐１
３
３
７
）か
ら

地
籍
調
査
事
業
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

児
童
育
成
協
会

　
「
標
語
募
集
」係

TEL 

０
３ 

‐ 

５
３
５
７ 

‐ 

１
１
７
４

ＦＡＸ 

０
３ 

‐ 

５
３
５
７ 

‐ 

１
８
０
９

日　

時　
令
和
２
年
10
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
４
時

場　

所　
国
民
宿
舎
紀
州
路
み
な
べ

募
集
人
員　
25
歳
～
45
歳
ぐ
ら
い
の

　
　
　
　
独
身
男
女　
各
10
人
程
度

参
加
費　
男
性
３
５
０
０
円　

　
　
　
　
女
性
１
５
０
０
円

申
込
締
切　
令
和
２
年
９
月
18
日（
金
）

申
込
方
法　

①
氏
名 

②
年
齢 

③
市
町

村
名 

④
職
業
を
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ

い
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
い
ず
れ
か
）

お
問
い
合
わ
せ
先

　
わ
か
や
ま
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー　
糸
川

　

応
募
資
格
等
く
わ
し
く
は
、
自
衛

隊
御
坊
地
域
事
務
所（
℡
０
７
３
８ 

‐ 

２
３ 

‐ 

０
０
２
０
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

総
務
課（
℡
７２‐２
０
５
１
）か
ら

自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所
か
ら

健
康
長
寿
課(

℡
７４‐３
３
３
７)

か
ら

婚
活
の
お
知
ら
せ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
２１
日（
月
）～
９
月
３０
日（
水
）

農
地
の「
貸
し
た
い
」、「
借
り
た

い
」を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

令
和
２
年
度
自
衛
官
募
集
案
内

令
和
３
年
度「
児
童
福
祉
週
間
」

標
語
の
募
集
に
つ
い
て

『「
マ
ス
ク
婚
活
」フ
ラ
ダ
ン
ス
で

生
き
生
き
』に
参
加
し
ま
せ
ん
か

狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
方
へ

　

調
査
及
び
測
量
の
期
間
中

（
令
和
２
年
９
月
～
令
和
３
年

３
月
）、
山
間
部
で
の
作
業
も
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。



10広報みなべ 2020.9広報みなべ 2020.911

15歳以上の方で
　◦仕事や学校に行けず、家族以外の人との交流がほとんどない。
　◦人間関係が苦手で社会に出ることに抵抗がある。
　◦何かを始めたいけど、どうしたらよいか悩んでいる。
　上記のようなことで、お悩みの方やそのご家族の方からの相談をお受けします。

　全国の令和元年中の自殺者数は、１万9,415人で、依然として多くの人が自殺で亡くなっています。
　自殺を未然に防ぐために、自分の周囲のこころの健康、いのちの大切さについて考えてみませんか。

あなたにもできる自殺予防のための行動
　◦家族や仲間の変化に気づいて、声をかける ◦早めに専門家に相談するよう促す
　◦本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける ◦温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

こころの相談窓口　ふれ愛センター（℡ 74-3337）保健師へ。

　新型コロナウイルス感染症対策のため、人数を制限して実施します。

ひきこもり相談

９月１０日（木）～１６日（水）は「自殺予防週間です」

楽しいストレッチ教室

「１に運動 ２に食事 しっかり禁煙 最後にクスリ」
～健康寿命の延伸～

食生活改善普及運動実施中
「食事をおいしく、バランスよく」

日　時　９月15日（火）10：00～11：30
場　所　ふれ愛センター
対　象　妊婦または小さなお子さん（生後8か月

まで）の保護者

　糖尿病、がん、心臓病等に代表される生活習慣病
は、日常生活のあり方と深く関連しています。
　健康の保持・増進を図るためには、運動習慣の定
着や食生活の改善といった健康的な生活習慣の確
立が重要です。

◆毎日プラス1皿の野菜
大人が1日に必要な野菜摂取量
は350ｇ。
これは、日本人の平均摂取量に
もう1皿を加えた量に相当します。

◆おいしく減塩1日マイナス2ｇ
出汁、柑橘類、香辛料等を使っておいしく減塩。
栄養表示を見てかしこく減塩。

◆毎日のくらしにwithミルク
20～30代の3人に1人が牛乳・乳
製品をとっていません。カルシウム
とたんぱく質がバランスよく含まれ
る牛乳・乳製品をとりましょう。

9月のトレーニング教室

９月は健康増進普及月間です

日　時　９月17日（木）10：00～11：30
対　象　令和2年２月、３月生まれのお子さんと保

護者
場　所　ふれ愛センター

※参加申込みが必要です
　申込みは、ふれ愛センター
　（℡74-3337）へ。

小さなお子さまの遊び場です。
保護者の方と一緒に遊びに来てください。
場　　所　ふれ愛センター　２階
利用時間　月～土曜日（祝日を除く）９：00～16：00
ただし、行事がある場合は利用できません。

離 乳 食 教 室
マタニティー＆ベビーサロン

プレイルームに遊びに来ませんか

感染症対策を講じ、段階的に再開していきます。
日　時	 4日・11日・18日・25日の金曜日
　トレーニングマシンによる運動（18：00～20：30）
　ストレッチポール３回（１回、先着8人まで）
　（19：00～19：20、19：30～19：50、20：00～20：20）
場　所	 はあと館（社会福祉センター）
対　象 町内在住・在勤の成人の方
持ってくるもの　
 室内用運動靴、飲み物、タオルなど

相 談 日  令和２年９月24日（木）13：30～15：00　
場　　所  ふれ愛センター
相 談 員  ひきこもり相談の専門スタッフ　ひなたの森（ＮＰＯ法人ハートツリー）
  必要に応じて、町の保健師も同席させていただきます。
申 込 み  申込み不要（ただし、事前予約の方が優先となります）
申込み先  ひなたの森（ＮＰＯ法人ハートツリー） （℡ 33-7850）
  ふれ愛センター　保健師 （℡ 74-3337）　

講　師 野中イク子先生
対　象 町内在住・在勤の成人の方
	 先着40名（A・Bグループ、各20名）
開催日 Aグループ10日 6日～11月10日　
 毎週火曜日（11月3日はお休み）
 Bグループ11月17日～12月15日
 毎週火曜日
時　間 19：30～21：00

場     　 所 ふれ愛センター　
申込み開始 9月14日（月）8：30～
 ※定員になり次第終了
申 込 み 先 ふれ愛センター（℡ 74-3337）へ。
 必ず申込みが必要です

　申し込んでいただいた方には、詳細を記載した案内を送付し
ます。（感染の状況によって、急きょ中止となる場合があります）
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町民の皆さんが普段の生活の中で、抱えている悩
みや困りごとを相談員の方に相談できる窓口です。

■行政相談
　◯9月7日（月）13：30～15：30
　　ふれ愛センター

■消費生活巡回相談
　◯9月3日（木）13：00～15：00
　　みなべ町役場

■農業資金相談
　◯9月23日（水）13：00～16：00
　　みなべ町役場
　○申込先　産業課（℡	72-1337）
　　※個別相談のため、事前申込が必要です。
　　　【9月18日（金）まで】

■生活お困り相談
　※9月の相談はありません。

■教育相談
　◯教育学習課
　　⃝学校は、℡	74-2191へ。
　　⃝幼稚園、保育所、学童保育所は、℡	74-3738へ。

■暮らしなんでも相談（町社協）
　◯毎週月～金曜日9：00～16：00
　　はあと館
　
■身近な民生委員・児童委員さんにご相談を

　民生委員・児童委員は相談内容に応じて必要
な支援が受けられるように行政や関係機関につ
ないでくれます。
　また、児童福祉を専門とする主任児童委員も
います。
お問い合わせ先  住民福祉課（℡ 72-2161）へ。

■県による巡回職業相談
　◯9月11日（金）13：00～15：00　
　　南部公民館

相談員が求人情報を提供、また求職の相談を受
けます。くわしくは、日高振興局企画産業課（℡
0738-24-2911）へ。

■田辺年金事務所年金相談
◯9月12日（土）（9：30～16：00）
　同事務所（田辺市朝日ヶ丘 ℡ 24-0432）へ。
ねんきんダイヤル　0570-05-1165

（IP電話・PHSからは℡03-6700-1165へ）
月曜日　　　午前8：30～午後7：00
火～金曜日　午前8：30～午後5：15
第２土曜日　午前9：30～午後4：00
※月曜日が祝日の場合は翌日以降の開所日初日

に午後7：00まで相談をお受けします。
※祝日（第2土曜日を除く）、12月29日～1月3日

は休み。

■延長窓口実施日時
　◯毎週木曜日 17：15～19：00
　　（年末年始、祝日は除く）
■開設場所　　住民福祉課
■交付できる証明書　　
　◎住民票の写し ◎印鑑登録証明書
　◎マイナンバーカードの交付
■連絡先　住民福祉課 ℡ 72-2161

夜 間（土曜日）・小児救急診療所

延 長 窓 口

◯毎週土曜日18：00～21：30
　（年末年始、祝日は除く）
　田辺市高雄一丁目23-1
　（田辺市民総合センター内）℡ 26-4909へ

各 種 相 談
など

　住民福祉課では、平日の開庁時間に来庁
できない人のために、時間外に証明書などを
発行します。
　サービスを利用される場合は、必ず当日の
午後5時15分までにご連絡ください。

9月のテーマ展示

「災害に備えよう」
　9月1日は「防災の日」です。その由来は1923年に
発生した関東大震災によるものです。また、9月1日
付近は、台風襲来が多いとされる二百十日にあたり
ます。地震、津波、台風等について認識を深め、対処
できるよう準備しておきましょう。

「本で知る宇宙」
　9月といえばお月見ですが、今年のお月見は10
月1日。それまでに月や星、さらには宇宙のことを
たくさん知ってみませんか？ 読みだしたら寝るの
も忘れてしまうかも。

　ゆめよみ館、上南部分館
で入賞作品の展示を行い
ました。
　みなさん大変感心しなが
らじっくり見ていました。

『虫ガール　ほんとうにあったおはなし』
ソフィア・スペンサー、マーガレット・マクナマラ 文／

ケラスコエット 絵／福本友美子 訳（岩崎書店）

　ソフィアは虫が大好きな女の子（なかでも１番はバッ
タ！）。だけどみんなから「虫が好きなんて気持ち悪い！」と
言われ、仲間外れにされてしまいます。一度は虫好きをお
休みしていたら、ママが・・・。
　自分の好きなことに胸を張れる勇気がもらえます。

2階

1階

ゆめよみ館は祝日も開館しています

	１日（火）	休館（館内整理日）
	５日（土）	わくわくタイム（10:30～）
	 	おはなし会（14:00～）
	７日（月）	休館
12日（土）	おはなし会（14:00～）
14日（月）	休館
19日（土）	おはなし会（14:00～）
23日（水）	休館
24日（木）	ちいさいひとのための
	 	おはなし会（0～3歳）
	 	（10:30～）
26日（土）	ビデオ上映会（10:30～）
	 	おはなし会（14:00～）
	28日（月）	休館
30日（水）	休館（館内整理日）

※新型コロナウイルス感染症予防のため、
中止になる場合があります。

ゆめよみ館
9月のカレンダー

上南部分館 おはなしの会
9月12日（土）午前１０時３０分から

こんな本、いかが?

「図書館を使った調べる学習コンクール」
入賞作品展示を行いました
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　国勢調査は、2020年（令和２年）10月１日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●９月中旬から、みなさまのお宅を調査員が訪問し、調査書類を配布します。
　調査の内容は、男女の別、出生の年月、就業状況、従業地または通学地、住居の種類などです。
※１０月１日現在のみなさまの状況を回答してください。

●回答は、できる限りインターネットでお願いします。（郵送も可能です）

●調査の結果は、社会福祉、防災計画、生活環境の整備など、私たちの生活の身近なところに役立てられて
います。

●みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

お問い合わせ先　みなべ町役場総務課（℡0739-72-2051）

令和２年国勢調査を実施します

7月中の異動
出生	 7人
死亡	 9人
転入	 12人
転出	 24人
高齢化割合
（６５歳以上）３2.4％

人 の うご き

7月届出分（敬称略）
（了承をいただいた方だけを掲載しています）

	 7月末現在	 （前月比）
	 男	 5,881人	 （－6人）
	 女	 ６，529人	 （－8人）
	 人口	 １２，410人	 （－14人）
	世帯数	 ４，783世帯	（－12世帯）


